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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 
 

 育成すべき 

資質・能力 
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

思 

考 

・ 

判 

断 

・ 

表 

現 

思考力 

①・③ 

他者に促されて考

えようとする 

自発的に考えようとす

る 

他者の援助をうけて考

察・解答できる 

自分の力で考察・解答

できる 

自分の力で十分に考察・解

答できる 

（
１
）
ビ
ジ
ネ
ス
の
諸
活
動
の
現
状
や
変
化
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
人
材 

（
２
）
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
活
用
で
き
る
人
材 

（
３
）
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
企
業
の
経
営
活
動
や
財
務
活
動
等
の
状
況
が
分
析
で
き
る
人
材 

（
４
）
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
案
し
、
そ
の
内
容
を
情
報
発
信
で
き
る
人
材 

（
５
）
身
に
付
け
た
知
識
等
を
活
用
し
、
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材 

判断力 

① 

他者に促されて情

報を集めようとす

る 

自発的に情報を集めよ

うとする 

集めた情報から物事を

判断できる 

集めた情報について適

切に判断できる 

集めた情報をもとにして

根拠を明確にしながら適

切に判断できる 

表現力 

②・④ 

他者に促されて表

現活動に取り組も

うとする 

自発的に表現活動に取

り組もうとする 

最低限必要な表現活動

を習得できる 

必要な表現活動をある

程度することができる 

必要な表現活動を十分に

することができる。 

知 

識 

・ 

技 

能 

知識 

① 

他者に促されて必

要な知識の習得に

取り組む 

自発的に必要な知識の

習得に取り組む 

最低限必要な知識を習

得できる 

必要な知識をある程度

習得にできる 

必要な知識を十分に他の

領域と関連させて習得で

きた 

 

技能 

①・④ 

他者に促されて必

要な技能の習得に

取り組む 

自発的に必要な技能の

習得に取り組む 

最低限必要な技能を習

得できる 

必要な技能を十分に習

得できる 

必要な技能を他の領域と

関連させて習得できた 

 

主 

体 

的 

に 

学 

習 

に 

取 

り 

組 

む 

態 

度 

協調性 

①・③ 

受動的に他者の話

を聞き自分の役割

を受容する 

自発的に他者と相談し

て自分の役割を受容す

る 

他者と相談して自分の

役割を果たせる 

他者と相談しながら自

分の役割を十分に果た

せる 

自分の役割を十分に果た

すとともに他者のサポー

トもできる 

主体性 

①～④ 

他者に促されて行

動ししばらくは続

けられる 

他者をきっかけに行動

するが自分の力で最後

まで行動できる 

状況に応じて自ら行動

しようとする 

既知のことを状況に応

じて自ら行動すること

ができる 

未知のことや不得意な事

であっても自ら行動する

ことができる 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力④ 

他者に促されて自

分のアイデアを説

明しようとする 

自発的に自分のアイデ

アを説明しようとする 

自分のアイデアを必要

最低限説明することが

できる 

自分のアイデアを十分

に説明することができ

る 

受け手のことを考慮して

自分のアイデアを説明で

きるとともに他者のアイ

デアを取り入れられる 

チャレン

ジ精神 

②・③ 

他者に促されて課

題に取り組もうと

する 

他者に促されて課題に

取り組むことができる 

課題に対して自ら取り

組むことができる 

与えられた課題から新

しい課題を見つけそれ

を解決しようとする 

新しい課題を自ら見つけ

続け継続して自分自身を

高めていこうとする 

倫理観 

①・③ 

他者に促されてル

ールを守ろうとす

る 

他者に促されてルール

を守ることができる 

自発的にルールを守る

ことができる 

自分がルールを守るだ

けでなく他者にも求め

られる 

状況の改善のために必要

な行動がとれる 

【教育目標】 

人間尊重の精神を基調とし、民主的・文化的な国家および社会の

形成者として、また国際社会の一員として、その発展に寄与する産

業人を育成する。 

【予想される社会の変化】 

① Society 5.0 に代表される新しい価値やサービスが創造される社会 

② AI 技術や IoT の進展によって雇用が劇的に変化 

【学校像/学校経営計画】 

本校の教育目標を達成するため、本校の歴史と伝統を受け継ぐと

ともに、特色ある教育活動を展開し、確かな学力と社会性を身に付

け、進路希望の実現を目指す。 

 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

 (1) ビジネスの諸活動の現状や変化などの在り方について理解できる人材   (4) 新たなビジネスを提案し、その内容を情報発信できる人材 

 (2) ビジネスに必要な情報を収集し、活用できる人材            (5) 身に付けた知識等を活用し、新たな価値を創造できる人材 

 (3) 様々なデータから企業の経営活動や財務活動等の状況が分析できる人材  

  

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

① 多角的に情報を集める力             ② 学んだことや経験を関連付けて自分の意見を言う力 

③ 社会の問題などに対する解決策を考える力     ④ 考えたアイデアを分かりやすく説明する力 

【生徒／学校の現状】 

① 専門分野における資格取得に積極的に取り組んでいる 

② 探求型授業において、自ら進んで学習に取り組む。 

③ 情報化、AI 化の技術革新から従来の専門科目の学習だけでは不十分 


